
「せんだいゼロカーボンアクション普及啓発イベント業務」に関する質問及び回答
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仕様書Ｐ２
４．業務の内容

11月に開催予定の他のイベントと連携を図っても問題ないか。 開催時期が11月であれば問題ございません。

今年度はアクトコインは使用しないのか。また、使用しない理由があれば教
えてほしい。

杜の都脱炭素デイリーアクションがアプリを使用しての取り組みであり、
キャンペーン内容が重複することから、本イベントについてはアクトコイン
アプリの使用を要件としていません。なお、提案内容については制限がない
ため、アクトコインを使用する内容の提案であっても差しつかえありませ
ん。

募集要項Ｐ４
５（３）

納税証明書や履歴全部事項証明書は写しでも可能か。また、取得日に制限は
あるか。

はい、写しでも可能です。最新の情報が掲載されていれば、今年取得したも
ので構いません。

LINEの機能を利用する内容の場合は、「個人情報等に係る業務」という扱い
になるのか。また、提案の中に個人情報等に係る業務を扱う内容が入ってい
た場合、提出書類等はあるのか。

LINEの機能を活用するような内容である場合、個人情報等に係る業務とみな
されるため、下記リンク先の「仙台市の情報セキュリティ」をご確認くださ
い。また、内容によって外部委託審査会の審議が必要となる可能性があるこ
とから、個人情報を取り扱うような提案を予定されている場合は事前にご相
談ください。

https://www.city.sendai.jp/security/shise/security/security/securit
y/index.html

項目

仕様書Ｐ１
２．事業の目的

仕様書Ｐ１
２．事業の目的

仕様書Ｐ１
２．事業の目的

質問 回答

昨年度のキャンペーン内リアルイベントについて、参加者数はどのくらいで
あったか、また、イベント自体の結果についてはどうだったか。

今年度のテーマが食と再発行防止になった背景を教えてほしい。

昨年度のゼロカーボンアクション普及啓発キャンペーンについて、どの程度
効果があったか、また、改善点と感じているところはあるか。

リアルイベントの参加者数は226人でした。イベントをご存知の上で来場し
てくださった方もいらっしゃいましたが、たまたま通りかかった方も多かっ
たことから、広い層に普及・啓発をすることができたと考えます。また、参
加者アンケートの結果では、「説明がわかりやすかった」など、イベント内
容への満足度も高く、テーマとしていた断熱についての理解を深めていただ
けるものとなったと考えています。

令和5年度の「せんだいゼロカーボン市民会議」において、市民の皆さまか
ら提案のあったテーマを元に設定いたしました。

特設サイトに訪問した人数からも、多くの方に本キャンペーンについて興
味・関心を持っていただけたと感じていますが、サイトに訪れてからアプリ
登録に至るまでの割合が低かったということもあり、キャンペーンの参加に
まで繋げられなかった点が課題であったと感じています。

仕様書Ｐ１
２．事業の目的

仙台市内において脱炭素に関心が低い層は具体的にどの層と想定している
か。

すべての年齢層で、関心が高い方もいらっしゃればそうでない方もいらっ
しゃると思います。本イベントはターゲットを設定することが要件とはなっ
ていませんが、様々な社会背景を考慮したうえでターゲットを設定し、提案
いただいても構いません。

仕様書Ｐ２
４．業務の内容

11月に予定している脱炭素デイリーアクションキャンペーンの内容について
決まっていることがあれば教えてほしい。

今のところ時期や内容についての詳細が決まっていないためお伝えすること
は難しいですが、現在実施中のキャンペーン同様のスキームとしつつ、設定
中のクエストの内容に変更はあるかと思います。アプリ自体の仕様を変更す
ることはできませんが、クエストの内容をお考えいただき、こちらで設定す
ることは可能です。


